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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
東
方
闇
鈍
神
～
ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
　
Ｄ
ｕ
ｌ
ｌ
 
 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
３
１
５
Ｊ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
東
方
寒
冷
化
以
来
、
次
の
作
品
が
こ
れ
な
ん
で
す
。
東
方
闇
鈍
神
は
、
文
字

の
中
に
神
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
風
神
録
以
来
の
種
族
が
、
神
の
キ

ャ
ラ
が
登
場
し
ま
す
。
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
　
　
闇
を
鈍
く
な
る
異
変
（
前
書
き
）

闇
鈍
神
異
変
は
、
闇
幻
想
郷
で
起
こ
っ
た
。
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
　
　
闇
を
鈍
く
な
る
異
変

あ
る
日
、
二
人
の
神
が
、
悩
ん
で
い
た
。

そ
れ
は
、
夜
の
騒
ぎ
が
五
月
蝿
い
こ
と
と
信
仰
者
が
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
夜
を
遅
ら
せ
る
手
段
を
と
っ
た
。

そ
れ
は
、
異
変
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

闇
幻
想
郷
に
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
か
、
逆
に
幻
想
郷
に
も
そ
の
こ
と
が
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
。

夜
が
遅
れ
た
せ
い
で
、
困
っ
て
い
る
魔
理
沙
と
霊
夢
は
、
あ
る
場
所
に
向
か
っ

た
。

ア
メ
リ
カ
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
と
あ
る
教
会
に
向
か
い
始
め
た
。

其
処
に
は
、
そ
の
教
会
を
守
る
少
女
が
い
た
。

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
と
い
う
少
女
が
其
処
に
い
た
。

は
た
し
て
、
闇
幻
想
郷
の
謎
を
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
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東
方
闇
鈍
神
～
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
　
Ｄ
ｕ
ｌ
ｌ
 
 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
～
が
始
ま
る
。

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
へ
続
く
。
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
　
　
闇
を
鈍
く
な
る
異
変
（
後
書
き
）

ス
テ
ー
ジ
１
の
ボ
ス
は
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
で
す
。
お
楽
し
み
に
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
　
闇
幻
想
郷
に
つ
な
が
る
教
会
（
前
書
き
）

今
回
は
、
会
話
文
多
め
で
す
。



7

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
　
闇
幻
想
郷
に
つ
な
が
る
教
会

雑
魚
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
や
り
過
ご
し
た
後
、
ボ
ス
が
現
れ
た
。

教
会
の
守
り
主
　
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ

「
こ
こ
は
、
私
が
通
し
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
闇
幻
想
郷
に
つ
な
が
る
場
所
で
す
か

ら
。
」

「
闇
を
鈍
く
な
っ
た
原
因
を
力
づ
く
で
解
明
し
て
や
る
か
ら
覚
悟
し
な
さ
い
。
」

弾
幕
戦
開
始

「
主
派
　
切
り
込
み
の
揮
」

弾
幕
が
発
動
し
た
。

避
け
て
い
く
の
が
楽
勝
過
ぎ
た
。

「
十
字
符
　
　
断
罪
各
の
角
」
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弾
幕
は
、
強
か
っ
た
。

し
か
し
、
簡
単
に
行
っ
た
。

最
後
の
ス
ペ
カ
を
発
動
し
た
。

「
十
字
符
　
　
存
在
奇
々
怪
々
」

弾
幕
は
、
波
の
よ
う
に
襲
い
掛
か
る
弾
幕
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
弾
幕
戦
終
演
。

「
闇
幻
想
郷
に
行
け
ば
、
い
い
わ
。
」

「
闇
幻
想
郷
っ
て
何
？
」

「
闇
幻
想
郷
っ
て
い
う
の
は
、
惨
劇
を
繰
り
返
し
て
い
る
幻
想
郷
で
、
セ
ル
イ

ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
卆
陀
が
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
の
よ
。
」

「
引
き
継
い
で
何
年
な
の
？
そ
の
神
々
は
。
」
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「
７
０
年
ぐ
ら
い
か
し
ら
。
」

「
す
ご
い
年
数
だ
。
」

「
私
は
、
闇
幻
想
郷
に
行
っ
た
け
ど
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出
す
こ
と
に
成
功
し
た

の
。
だ
か
ら
ね
、
惨
劇
が
来
な
く
て
も
闇
幻
想
郷
の
者
達
に
、
出
会
っ
た
ら
勝

負
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
。
」

「
神
々
の
位
置
を
知
る
た
め
に
。
」

「
そ
う
い
う
こ
と
。
」

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
へ
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
　
闇
幻
想
郷
に
つ
な
が
る
教
会
（
後
書
き
）

次
回
は
、
ボ
ス
が
、
ラ
ン
ピ
ー
で
す
。
お
楽
し
み
に
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闇
幻
想
郷
の
謎
（
前
書
き
）

幻
想
郷
と
は
違
う
世
界
、
こ
の
世
界
に
霊
夢
と
魔
理
沙
を
待
つ
者
と
は
？
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闇
幻
想
郷
の
謎

「
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
の
言
っ
て
い
た
世
界
か
。
」

「
闇
幻
想
郷
っ
て
、
闇
の
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
世
界
と
思
っ
た
ら
、
綺
麗
だ

ぜ
。
」

魔
理
沙
の
頭
上
に
、
岩
が
降
っ
て
き
た
。

霊
夢
と
魔
理
沙
は
、
よ
け
ま
く
っ
た
。

「
び
っ
く
り
す
る
ぜ
。
」

「
こ
の
世
界
っ
て
、
妖
怪
が
い
な
い
の
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
は
ど
う
し

て
か
し
ら
？
」

「
存
夷
　
岩
降
り
し
手
に
剃
れ
る
よ
う
に
」

岩
型
弾
幕
が
降
っ
て
き
た
。



13

霊
夢
と
魔
理
沙
は
、
慌
て
な
が
ら
避
け
て
い
た
。

霊
夢
が
見
た
先
に
水
色
の
ヘ
ラ
ジ
カ
が
い
た
。

ラ
ン
ピ
ー
と
い
う
名
前
で
あ
る
。

「
僕
の
弾
幕
を
避
け
る
な
ん
て
君
達
強
い
ね
。
」

霊
夢
と
魔
理
沙
は
、
ラ
ン
ピ
ー
と
闘
い
始
め
た
。

「
耽
路
　
厄
介
な
空
気
を
届
け
て
」

普
通
の
弾
幕
だ
が
、
動
き
が
早
い
。

「
恋
色
マ
ス
タ
ー
ス
パ
ー
ク
」

ラ
ン
ピ
ー
は
、
避
け
た
。

「
こ
い
つ
、
避
け
る
と
は
。
」
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霊
夢
が
、
弾
幕
を
放
つ
が
、
ラ
ン
ピ
ー
は
、
余
裕
に
避
け
て
い
る
。

「
時
雨
に
落
ち
た
命
」

ラ
ン
ピ
ー
は
、
一
番
強
い
弾
幕
を
放
っ
た
。

霊
夢
と
魔
理
沙
は
、
ラ
ン
ピ
ー
の
弾
幕
を
避
け
た
後
、
合
体
ス
ペ
ル
を
発
動
し

た
。

「
夢
想
マ
ス
タ
ー
ス
パ
ー
ク
」

ラ
ン
ピ
ー
は
、
巻
き
込
ま
れ
た
。

そ
し
て
、
霊
夢
は
、
ラ
ン
ピ
ー
に
言
っ
た
。

「
貴
方
は
、
別
に
怖
く
な
い
わ
。
」

魔
理
沙
と
霊
夢
は
、
そ
の
先
へ
と
行
っ
た
。

こ
の
先
に
待
ち
受
け
る
者
は
、
ギ
グ
ル
ス
と
ト
ゥ
ー
シ
ー
と
カ
ド
ル
ス
と
卆
陀

と
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
者
が
い
る
。



15

魔
理
沙
は
、
自
分
の
魔
力
が
反
応
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。

卆
陀
は
、
魔
力
が
反
応
し
過
ぎ
て
い
て
困
っ
て
い
た
。

「
十
字
架
に
勝
て
る
者
は
い
な
い
巫
女
と
魔
法
使
い
の
罪
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・

キ
リ
ス
ト
が
操
っ
て
や
る
。
」

道
中
テ
ー
マ
　
　
岩
型
の
不
思
議
弾
幕

ボ
ス
テ
ー
マ
　
　
ヘ
ラ
ジ
カ
の
念
封
じ
～
ｄ
ｒ
ａ
ｗ
　
ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｄ

　
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
～
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闇
幻
想
郷
の
謎
（
後
書
き
）

次
回
は
、
闇
幻
想
御
花
畑
で
す
。
ギ
グ
ル
ス
の
弾
幕
は
、
少
し
な
が
ら
も
風
見

幽
香
に
似
て
い
ま
す
。
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闇
幻
想
御
花
畑
（
前
書
き
）

ギ
グ
ル
ス
の
弾
幕
は
、
か
な
り
手
ご
わ
い
。
そ
し
て
早
苗
が
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン

ロ
と
対
決
し
始
め
る
。
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闇
幻
想
御
花
畑

闇
幻
想
郷
は
、
特
異
な
弾
幕
を
放
つ
妖
が
多
い
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
卆
陀
は
、
霊
夢
と
魔
理
沙
を
見
て
い
た
。

「
ギ
グ
ル
ス
を
呼
び
出
す
前
に
、
吾
が
、
お
手
並
み
を
拝
見
し
て
い
き
ま
す
か
。

」「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
、
あ
く
ま
で
も
、
手
加
減
は
し
ろ
よ
。
」

「
嗚
呼
、
分
か
っ
て
い
る
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
罪
?
　
　
嘲
笑
い
の
ロ
ザ
リ
オ
」

十
字
架
型
の
弾
幕
が
４
０
個
現
れ
た
。
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魔
理
沙
は
、
霊
夢
に
言
っ
た
。

「
あ
い
つ
、
十
字
架
の
弾
幕
を
用
意
し
て
い
る
ぜ
。
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
十
字
架
っ
て
も
し
か
し
て
？
」

二
人
は
、
息
が
合
う
よ
う
に
言
っ
た
。

「
キ
リ
ス
ト
神
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
十
字
架
を
指
で
操
り
始
め
た
。

弾
幕
が
、
一
気
呵
成
に
動
い
た
。

「
何
よ
、
十
字
架
に
付
属
弾
幕
な
ん
か
付
け
る
な
ん
て
。
」

魔
理
沙
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
を
追
い
か
け
た
。

霊
夢
は
、
ギ
グ
ル
ス
と
出
会
っ
た
。



20

「
あ
い
つ
は
誰
？
」

「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
で
、
私
た
ち
の
も
う
一
人
の
神
様
で
す
。
」

「
も
う
一
人
の
神
様
？
」

「
は
い
、
闇
幻
想
郷
に
部
外
者
は
い
ら
な
い
の
よ
。
」

「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
霊
止
　
風
下
に
花
弁
の
空
気
」

花
弁
の
様
に
弾
幕
が
放
た
れ
た
。

霊
夢
は
、
避
け
て
か
ら
、
御
札
で
反
撃
を
し
た
。

ギ
グ
ル
ス
は
、
次
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
花
迷
　
迷
路
の
花
弁
」
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一
方
、
闇
幻
想
郷
と
人
間
界
の
間
に
位
置
す
る
教
会
に
東
風
谷
早
苗
が
や
っ
て

き
た
。

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
や
っ
て
き
た
。

「
此
処
を
通
し
て
。
」

「
通
り
た
け
れ
ば
、
私
と
勝
負
し
な
さ
い
。
」
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闇
幻
想
御
花
畑
（
後
書
き
）

次
回
は
、
魔
理
沙
と
卆
陀
。
お
楽
し
み
に
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魔
理
沙
と
卆
陀
（
前
書
き
）

卆
陀
と
の
大
激
突
。
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魔
理
沙
と
卆
陀

卆
陀
を
追
い
か
け
て
い
る
魔
理
沙
。

「
仏
教
魔
法
　
　
千
手
の
新
見
」

千
手
観
音
の
手
が
弾
幕
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た
。

魔
理
沙
は
、
避
け
て
い
た
。

卆
陀
は
、
次
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
た
。

「
こ
ん
な
も
の
楽
勝
だ
ぜ
。
」

「
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ど
う
か
な
？
」

「
卍
の
鉄
則
」

卍
形
の
弾
幕
が
、
多
数
襲
っ
て
き
た
。

魔
理
沙
は
、
避
け
て
い
た
が
、
卆
陀
が
、
卍
を
蝶
に
変
え
て
弾
幕
の
ご
と
く
襲
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っ
て
き
た
。

「
恋
色
マ
ス
タ
ー
ス
パ
ー
ク
」

魔
理
沙
の
弾
幕
が
、
卆
陀
の
弾
幕
を
打
ち
破
っ
て
、
卆
陀
に
襲
い
掛
か
っ
た
。

し
か
し
、
卍
を
盾
に
し
て
、
弾
幕
を
打
ち
破
っ
た
。

「
何
っ
！
」

「
君
の
攻
撃
は
こ
の
程
度
か
。
面
白
い
。
」

卆
陀
は
、
卍
を
鎖
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
し
始
め
た
。

「
仏
教
魔
法
　
　
惨
劇
の
卍
鎖
」

卍
の
鎖
が
、
急
速
回
転
し
始
め
た
。

魔
理
沙
の
左
頬
に
切
り
付
け
ら
れ
た
跡
が
付
い
た
。
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「
私
の
弾
幕
を
甘
く
見
る
な
ぁ
ー
卆
陀
。
」

卆
陀
は
、
小
さ
な
卍
を
弾
幕
の
よ
う
に
放
っ
た
。

魔
理
沙
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
恋
色
ハ
イ
パ
ー
ス
パ
ー
ク
」

卆
陀
は
、
卍
の
盾
を
取
り
出
す
前
に
攻
撃
を
受
け
た
。

「
く
っ
、
ふ
ざ
け
や
が
る
。
」

「
卆
陀
よ
。
少
し
ぐ
ら
い
負
け
を
。
」

「
仏
教
魔
法
　
　
静
か
な
る
卍
の
囀
る
音
」

魔
理
沙
は
、
よ
け
ま
く
っ
た
。

卆
陀
は
、
次
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
て
い
た
。
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霊
夢
は
、
カ
ド
ル
ス
と
対
決
し
て
い
た
。
ど
う
や
ら
ギ
グ
ル
ス
と
の
戦
い
に
勝

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
早
苗
は
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
と
の
戦
い
で
苦
戦
は
し
て
い
た
が
、
余
裕

で
勝
利
を
し
て
い
た
。

卆
陀
の
テ
ー
マ
、
卍
天
乱

ギ
グ
ル
ス
の
テ
ー
マ
、
香
り
の
な
い
花

カ
ド
ル
ス
の
テ
ー
マ
、
兎
乱
脚
の
殺
が
れ
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魔
理
沙
と
卆
陀
（
後
書
き
）

次
回
は
、
カ
ド
ル
ス
の
弾
幕
の
強
さ
。
お
楽
し
み
に
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カ
ド
ル
ス
の
弾
幕
の
強
さ
（
前
書
き
）

カ
ド
ル
ス
と
の
戦
い
は
、
有
り
得
な
い
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
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カ
ド
ル
ス
の
弾
幕
の
強
さ

霊
夢
と
カ
ド
ル
ス
の
弾
幕
戦
は
、
想
像
絶
す
る
戦
い
に
な
っ
て
い
た
。

「
兎
符
　
し
が
ら
み
に
堕
ち
た
鳥
達
」

大
豪
雨
の
よ
う
に
弾
幕
が
降
っ
て
き
た
。

霊
夢
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

「
無
理
矢
理
降
ら
す
な
ら
死
へ
と
誘
う
」

カ
ド
ル
ス
の
弾
幕
は
、
相
当
強
い
が
、
霊
夢
は
、
軽
々
よ
け
ま
く
っ
て
い
た
。

霊
夢
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
。

「
夢
想
封
印
」

カ
ド
ル
ス
に
命
中
、
カ
ド
ル
ス
は
目
を
回
し
て
気
絶
し
て
い
た
。
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霊
夢
は
、
早
苗
と
出
会
っ
た
。

一
方
、
魔
理
沙
は
卆
陀
に
首
元
を
つ
か
ま
れ
て
い
た
。

魔
理
沙
の
身
体
の
所
々
に
、
血
が
に
じ
み
出
て
い
た
。
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カ
ド
ル
ス
の
弾
幕
の
強
さ
（
後
書
き
）

次
回
、
魔
理
沙
を
救
え
！
お
楽
し
み
に
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魔
理
沙
を
救
え
！
（
前
書
き
）

傷
だ
ら
け
の
魔
理
沙
を
救
う
べ
く
霊
夢
と
早
苗
は
あ
る
作
戦
を
立
て
る
。
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魔
理
沙
を
救
え
！

卆
陀
は
、
も
が
い
て
い
る
魔
理
沙
の
首
元
を
つ
か
ん
で
い
た
。

「
君
、
此
処
で
死
ん
で
も
大
丈
夫
だ
よ
。
す
ぐ
に
蘇
れ
る
か
ら
。
」

魔
理
沙
は
、
魔
法
で
卆
陀
を
跳
ね
飛
ば
し
た
。

卆
陀
は
、
魔
理
沙
の
魔
力
を
少
し
甘
く
見
て
い
た
事
を
気
が
付
い
た
。

「
ど
う
や
ら
吾
は
、
君
の
力
を
甘
く
見
て
い
た
よ
う
だ
。
」

魔
理
沙
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
卆
陀
が
一
足
早
く
ス
ペ

ル
カ
ー
ド
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
仏
教
魔
法
　
不
動
明
王
の
強
き
拳
」

拳
の
よ
う
な
弾
幕
が
魔
理
沙
の
腹
を
強
く
殴
っ
た
。

魔
理
沙
は
、
吐
血
を
し
た
。
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卆
陀
は
、
も
う
次
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
た
。

霊
夢
と
早
苗
は
、
お
札
で
卆
陀
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
破
っ
た
。

「
仲
間
が
い
た
の
か
、
し
か
し
君
達
は
、
偽
物
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
破
っ
た
。

本
物
は
、
こ
っ
ち
だ
。
」

霊
夢
と
早
苗
と
魔
理
沙
は
、
逃
げ
る
準
備
を
し
て
い
た
。

「
仏
教
魔
法
　
海
神
壱
陣
」



36

魔
理
沙
を
救
え
！
（
後
書
き
）

次
回
は
、
卆
陀
の
も
う
一
人
の
神
友
達
。
お
楽
し
み
に
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卆
陀
の
も
う
一
人
の
神
友
達
（
前
書
き
）

卆
陀
に
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
意
外
に
神
友
達
が
い
た
。
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卆
陀
の
も
う
一
人
の
神
友
達

「
仏
教
魔
法
　
　
海
神
壱
陣
」

波
し
ぶ
き
の
よ
う
な
弾
幕
を
放
っ
た
卆
陀
。

魔
理
沙
と
霊
夢
と
早
苗
は
、
素
早
く
逃
げ
た
。

卆
陀
に
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
意
外
に
も
神
友
達
が
い
る
。

そ
れ
は
、
海
の
神
だ
っ
た
。

卆
陀
は
、
最
後
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
や
る
。
」

霊
夢
は
、
厄
介
な
心
配
事
を
し
て
い
た
。

相
手
の
行
動
を
読
ま
な
い
限
り
、
弾
幕
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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そ
れ
は
、
つ
ま
り
卆
陀
の
最
後
の
弾
幕
が
危
険
性
が
強
い
と
霊
夢
は
、
感
知
し

た
。

卆
陀
は
、
に
や
り
顔
で
言
っ
た
。

「
こ
の
弾
幕
で
、
全
て
を
決
め
て
や
ろ
う
。
仏
教
魔
法
　
浄
土
せ
ず
に
消
え
た

魂
」

と
ん
で
も
な
い
、
弾
幕
で
あ
る
。
卍
が
飛
び
交
い
始
め
て
い
た
。

魔
理
沙
は
、
先
ほ
ど
の
攻
撃
で
腹
を
痛
め
て
い
る
。

霊
夢
と
早
苗
が
、
卆
陀
と
の
最
終
決
戦
を
迎
え
た
。
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卆
陀
の
も
う
一
人
の
神
友
達
（
後
書
き
）

次
回
、
卆
陀
の
次
。
お
楽
し
み
に
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卆
陀
の
次
（
前
書
き
）

戦
い
は
、
勝
利
と
な
っ
た
。
そ
し
て
最
後
は
。
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卆
陀
の
次

こ
の
弾
幕
を
乗
り
越
え
る
の
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
霊
夢
と
早
苗
は
、
卆
陀
に

近
づ
け
る
体
制
に
な
っ
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
、
や
る
わ
。
」

集
中
攻
撃
を
開
始
そ
し
て
、
卆
陀
は
、
敗
れ
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

霊
夢
と
早
苗
は
、
次
の
相
手
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
。

エ
ク
ス
ト
ラ
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
卆
陀
よ
り
少
し
弱
い
が
、
油
断
が
出
来
な
い

相
手
に
な
る
。

激
痛
か
ら
脱
出
し
た
魔
理
沙
は
、
早
苗
と
霊
夢
と
と
も
に
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ

リ
ス
ト
が
い
る
場
所
に
向
か
っ
た
。
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「
こ
こ
で
、
終
わ
ら
せ
る
か
。
」
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卆
陀
の
次
（
後
書
き
）

次
回
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
強
さ
。
お
楽
し
み
に
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
強
さ
（
前
書
き
）

あ
ま
り
に
も
強
い
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
。
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
強
さ

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
闇
模
様
の
十
字
架
を
取
り
出
し
た
。

「
罪
?
　
嘲
笑
い
の
十
字
架
」

ロ
ザ
リ
オ

十
字
架
か
ら
放
た
れ
る
闇
色
の
弾
幕
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
闇
模
様
の
十
字
架
を
次
々
と
召
喚
し
て
い
っ

た
。

「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
っ
て
、
こ
ん
な
に
も
強
い
の
か
よ
。
」

「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
闇
を
鈍
く
さ
せ
た
真
犯
人
が
神
だ
っ
て
言
う
こ
と

に
や
っ
と
気
付
い
た
わ
。
」

「
ま
す
ま
す
、
厄
介
な
相
手
だ
わ
。
」

早
苗
に
は
、
二
人
の
神
が
安
全
を
保
証
す
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
相

手
も
神
で
あ
る
為
か
、
頭
を
使
わ
な
い
限
り
解
決
し
な
い
問
題
と
な
っ
た
。
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
弾
幕
を
潜
り
抜
け
た
。
三
人
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ

ー
・
キ
リ
ス
ト
に
攻
撃
を
開
始
し
た
。

「
ふ
っ
、
愚
か
な
少
女
達
よ
。
吾
に
そ
の
程
度
の
攻
撃
が
通
用
す
る
と
思
う
の

か
な
？
」

背
中
に
あ
る
十
字
架
を
盾
に
し
て
、
攻
撃
を
塞
い
だ
。

「
操
罪
　
消
え
た
罪
と
操
ら
れ
る
罪
」

十
字
架
が
弾
幕
の
よ
う
に
襲
っ
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
に
や
り
と
し
た
顔
を
し
て
い
た
。
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
強
さ
（
後
書
き
）

次
回
は
、
罪
葬
　
贖
い
の
果
て
。
お
楽
し
み
に
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罪
葬
　
贖
い
の
果
て
（
前
書
き
）

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
弾
幕
の
恐
ろ
し
さ
が
霊
夢
に
襲
い
掛
か
る
。



50

罪
葬
　
贖
い
の
果
て

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
に
や
り
と
し
て
い
た
。

弾
幕
を
避
け
て
い
る
霊
夢
達
は
、
苦
戦
を
強
い
て
い
た
。

「
闇
鈍
神
の
真
犯
人
。
覚
悟
し
ろ
！
」

し
か
し
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
笑
っ
て
い
た
。

「
何
が
お
か
し
い
！
」

魔
理
沙
の
声
で
、
は
っ
と
気
が
つ
い
た
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
ス
ペ
ル

カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
こ
れ
で
最
後
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
だ
。
」

「
さ
せ
る
も
ん
で
す
か
。
」

「
や
め
ろ
、
霊
夢
。
」
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「
罪
葬
　
　
贖
い
の
果
て
」

早
苗
と
魔
理
沙
は
、
衝
撃
を
受
け
た
。

霊
夢
の
腹
に
十
字
架
が
刺
さ
っ
て
い
た
。

弾
幕
の
恐
怖
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
上
空
か
ら
一
気
に
降
り
注
い
だ
。

「
く
っ
、
強
い
。
」

霊
夢
は
、
後
か
ら
降
り
注
ぐ
弾
幕
で
さ
ら
に
背
中
に
傷
が
付
い
た
。
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罪
葬
　
贖
い
の
果
て
（
後
書
き
）

次
回
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
の
最
後
の
戦
い
。
お
楽
し
み
に



53

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
の
最
後
の
戦
い
（
前
書
き
）

最
終
回
近
づ
く
。
霊
夢
達
の
運
命
は
？
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
の
最
後
の
戦
い

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
け
た
外
れ
に
強
か
っ
た
。

霊
夢
は
、
腹
を
押
さ
え
て
い
た
。

十
字
架
の
怖
さ
だ
け
で
な
く
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
闇
幻
想
郷
の

賢
者
で
あ
る
為
、
そ
の
力
が
比
べ
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。

「
恋
色
マ
ス
タ
ー
ス
パ
ー
ク
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
十
字
架
で
違
う
場
所
に
跳
ね
返
し
た
。

「
下
ら
ん
こ
と
は
よ
せ
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
前
に
使
っ
た
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
出
し
た
。

「
罪
?
　
嘲
笑
い
の
十
字
架
」

こ
の
弾
幕
で
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
く
間
、
早
苗
は
あ
る
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
た
。
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そ
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
と
は
一
体
何
な
の
か
？
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
の
最
後
の
戦
い
（
後
書
き
）

次
回
、
最
終
回
　
闇
鈍
神
異
変
終
結
。
お
楽
し
み
に
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最
終
回
　
闇
鈍
神
異
変
終
結
（
前
書
き
）

戦
い
が
終
了
。
い
や
ー
長
か
っ
た
。
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最
終
回
　
闇
鈍
神
異
変
終
結

戦
い
が
、
少
し
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
神
は
、
相
当
強
い
。
し
か
し
、
罪
を
操

る
力
は
、
現
人
神
に
通
用
し
ま
す
か
？
」

「
面
白
い
、
現
人
神
の
風
と
吾
の
風
を
ぶ
つ
け
て
み
ろ
。
」

「
罪
突
風
　
　
ク
ラ
イ
ム
・
ザ
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
」

「
風
神
　
優
し
い
暴
風
」

風
神
と
罪
操
神
の
ぶ
つ
か
り
が
、
風
神
を
勝
利
に
導
い
た
。

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
満
身
創
痍
と
な
っ
た
。

「
負
け
だ
よ
。
闇
を
今
す
ぐ
戻
す
こ
と
に
し
て
人
々
を
安
心
さ
せ
る
、
」
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ど
う
や
ら
、
夜
は
、
戻
っ
て
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

霊
夢
と
魔
理
沙
は
、
け
が
の
手
当
て
を
し
終
え
た
。

卆
陀
と
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
少
し
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。

そ
れ
が
、
地
球
危
の
始
ま
り
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
と
卆
陀
と
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
台
風
Ｘ
号
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

東
方
闇
鈍
神
～
ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
　
Ｄ
ｕ
ｌ
ｌ
 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
～
　
完
結

次
回
作
品
、
東
方
地
球
危
、
東
方
桜
紡
葬
、
東
方
元
素
殿
、
東
方
光
曝
散
、
東

方
凛
死
碎
と
な
る
。
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最
終
回
　
闇
鈍
神
異
変
終
結
（
後
書
き
）

面
白
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
只
今
連
載
中
の
桜
紡
葬
に
期
待
し
て
く
だ
さ
れ
ば

よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
作
を
此
処
で
発
表
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
実

は
、
さ
ら
な
る
新
作
、
東
方
暗
想
天
が
こ
の
小
説
の
構
造
が
完
成
し
た
後
に
次

の
作
品
の
構
造
の
骨
組
み
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

東方闇鈍神～welcome　Dull  Night～
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